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岐阜大学保健管理センターは、岐阜市超短時間ワーク応援センター、東京大学 PHED（障

害と高等教育に関するプラットフォーム）、京都大学 HEAP（高等教育アクセシビリティプラ

ットフォーム）と共同でタウンミーティング「障害学生支援と就労移行に関する情報交換会＜

岐阜エリア＞〜超短時間雇用モデルの可能性」を開催します。 

岐阜市はワークダイバーシティ推進の一つとして、障がい等のある人の社会参加と自立

を図ることを目的とした「超短時間雇用」を展開しています。この度、本事業が大垣市でも

始まることを受け、障害のある学生が超短時間雇用モデルをどのように活用できるかを議

論するイベントを開催する運びとなりました。 

つきましては、当日の取材についてよろしくお取りはからい願います。 

 

記 

 

日時：令和 7 年 10 月 28 日（火） 13：00～16：30（12 時より支援機器展示） 

場所：岐阜県障がい者総合就労支援センター大会議室 

(岐阜市学園町 2 丁目 33 番地) 

対象：障害者雇用に関心のある企業、高等教育機関、就労移行に関する支援機関、

行政機関 

詳細：プログラム内容は添付チラシをご覧ください 

以上 

 

 
 

 
 

 

「障害学生支援と就労移行に関する情報交換会 

＜岐阜エリア＞〜超短時間雇用モデルの可能性」開催 

岐阜大学保健管理センター 堀田 亮 
TEL: 058-293-2174  FAX: 058-293-2177 
E-mail：horita.ryo.t5@f.gifu-u.ac.jp 

岐阜大学は国立大学法人東海国立大学機構が 
運営する国立大学です。 
 

 
 
 

東海国立大学機構 HP：https://www.thers.ac.jp/ 

本件は「ぎふのミ・ラ・イ・エ」構想のうち下記を推進するものです。 
 
 

 
 
「ぎふのミ・ラ・イ・エ」構想： 

https://www.gifu-u.ac.jp/about/aims/gifu_miraie.html 



28
13:00 - 16:30

TUE10

参加費
定員

グループディスカッション

話題提供

ATライブラリー

058-215-8280

(岐阜市学園町２丁目３３番地)

choutan@funabuse.jp

障害学生支援と就労移行に関する

情報交換会＜岐阜エリア＞
～超短時間雇用モデルの可能性～

対 象

会 場

担 当

(先着順)

50名

岐阜県障がい者総合就労支

援センター 大会議室

岐阜市超短時間ワーク応援センター

申込期限 2310 (木)17:00まで月 日

二次元コードを読み込みフォームを入力
お
申
し
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

申込方法

主催：岐阜市超短時間ワーク応援センター、岐阜大学保健管理センター、東京大学PHED(障害と高等教育に
関するプラットフォーム)、京都大学HEAP
協力：岐阜県中小企業家同友会、清流障がい者就業・生活支援センターふなぶせ

その他 ・何らかの支援や情報保障が必要な方は、10月10日(金)までに
ご連絡ください。

・車でお越しの方は、世界イベント村ぎふ駐車場(有料)をご利用ください。

無料

・障害者雇用に関心のある企業
・高等教育機関等
・就労移行に関する支援機関
・行政機関

この度、岐阜エリアの『障害学生支援と超短時間雇用の可能性』につ

いてタウンミーティング形式の会を企画いたしました。地域の実情に

あわせたざっくばらんな意見交換と、ネットワーキングを目的として

おります。高等教育機関（大学・短大・高専）の障害学生支援、キャ

リア支援と卒後の就労移行に関心のある方々に加え、就労移行に関す

る行政・団体の方々、また障害者雇用に関心のある企業の関係者の

方々にお声をおかけしてお集まりいただきます。

①近藤武夫（東京大学PHED）

②宇佐美徹弥（大垣市役所健康福祉部社会福祉課）

③大原真須美（岐阜市超短時間ワーク応援センター）、

曽我壮信（有限会社豊和化学取締役、中小企業家同友会）

④堀田亮（岐阜大学）

⑤大前勝利（京都大学HEAP）

（12:00～ 受付＆ATライブラリー）

大原・内藤・新家


	R7タウンミーティングチラシ.pdf
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